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を維持する方向にあっτも、少ぐとも民主々携の意憾だけは回復しようと誌み
ていること、それが政治の流れをかえるという表現になって、新しい人を送り

出す結果になったのである。そして今の為政者が自由社会の危機を訴えれlま訴
えるほど、皮肉なことに市民は自由社会の危機を感じていた。そして街に、厳

場にダループの中に、民主主義を守る小さな運動が静かに広がっていた。主婦

たちが主体となった理想選挙の活動も、若者たちが唱える草の根民主々務を広

げる運動も、企業ぐるみ選挙を告発するサラリーマンたちも、民主々殺を押し

つぶすカに歯止めをかけようとささ苧かな力を出しあった。人々は、自分自身が

やりたくとも出来なかっただけに、このような運動に共感を示した。小さな運

動を起すには大きな勇気が必要であった。ではその当の人たちに聞いてみよう。

やっと選挙が終った。街から村からあの騒々しいスビーカー合戦がなくなっ

ただけでもほヲとする。スビーカーのボリュ-，4だけではなL、。この度の診院

選ほど前宣伝の癒しかったことばか。てなかった。ヤレ日本民族の良械を問う

選挙だ、 ヤレ札束選挙だ、ヤレタレント選挙だ、ヤレ企業ぐ・るみだ、いや保革

逆転のチャンスありゃなしゃ、と。そして終ってみればそのどれもが顔を出し

ている。テレビでお馴染みのニコエコ顔も、日本人の良心も、顔が現金にみえ

る人も、若い社員の心を傷つけた人も、新型隊員の顔ぶれはー織でない。つまり

有権者の顔は様々な様態を示しているといえる。そして今度の重量院選の最も大

きな特搾創立、投票率が伸びたことと、新人が多く当選していること。実はこの

ニつに大きな意味がある。先ず市民カマ政治へ接近したこと、そして大方は体制
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草の根運動に共感して集ってきた名も地位もない若者たち
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いま、静かなブームです。

コートホームに建て替えましょう。
わの敷地に3世代別主む
“親孝行で、きる家"です;

l'、;.07(5∞"')1;;0円

新登場:
コートホーム

すいお孫さんも長い人生体験を持つ祖父母

から貴重なものを学ぷでしょう。若対帝も、

お年寄の生活のチエをいっても借りられます

L、ひt声かければ安心して留守にできます.

毛れに、なによりも親靖子できる住まいです.

初夏のタぐれ、コート〈庭)に3世代集まって

のパ~キューなEも楽u、でしょう。

.1ωゆたかな住まいです
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ノドへは、乾きをしずめる清涼飲料水。

肌へは、ほてりをヒずめるカーマインローション。

コットンじひやしたローションをたっぷり含ませ、

ばたばたと軽くたた〈ように肌へ。

哀の肌仁はかかせないさわやか化粧水てす。
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柄
ト
郡
闇
人
告
は
発
吊
H
束
十

世
年
の
歴
史
な
持
ち
、
松
田
、
山
北

間
揖
、
大
ベ
中
井
町
霊
前
八
地

(，)く咽目〉昭和49年マ月25目
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'い
ぞ
い
る
.

明
人
舎
で
は
骨
革
の
鼎
由
「
く
b

r
i
.
Z
2

主
見
事
つ
」
白
チ
l
喜

在

、

医

』

い
目
宜
、
禽
住
の
フ
墨
画
白
九
十
パ

v
J
F
4・、〆
，

-

1
セ
y
ト
は
、
自
宅
な
白
モ
庄
は
除

-
t

一
い
て
「
ま
と
さ
に
関
取
、
企
蚕

!
i
l
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
2
1
1
1
1

園

高

官

費

公

開

田

喜

区
で
会
聞
は
四
千
二
百
笥
白
々
、
西
信
小
置
を
害
串
め
で
男
た
ち
の
告
に
同

Z
量

調
奪
え
は
属
刊
で
響
曲
畏
を
警
い
泉
伝
で
ま
れ
奈
で
あ
融
関
査
四

7
Jケ
l
ト
書
司
モ

四

朋

八

雫

申

井

町

室

長

室

且

朋

る

.

れ

宰

も

と

に

重

富

恒

嶋

田

テ

l

九
年
聞
も
つ
と
め
て
い
る
.
企
画
の
八
十
パ
1
布
ジ
ト
は
環
韓
マ
に
関
連
し
た
色
A
な
問
閣
に
自
由

中
前
は
雫
山
沿
い
区
一
の
宮
委
主
か
ん
、
た
ば
E
、
護
北
生
に
域
組
ん
で
ま
研
静
婆
犬
舎

の
轟
へ
四
キ
ロ
で
、
近
く
に
は
聞
東
白
彊
存
シ
私
有
名
で
き
。
秒
、
望
日
制
D
M人
会
員
も
晶
号
、

大
躍
を
出
重
量
生
桐
、
足
柄
峠
掃
入
令
盛
和
四
十
年
か
ら
毎
週
月
下
旬
に
望
突
角
間
で
刷
く

町
進
九
は
山
療
が
多
く
、
拍
に
枝
問
年
、
番
地
区
で
の
量
出
を
も
と
に
問
予
定
、
そ
し
て
こ
れ
が
十
月
の
瀬
田

足
柄
パ
南
国
間
で
麗
重
大
会
員
研
究
町
議
事
に
つ
な
が
き
た

い
て
い
る
。
ま
た
担
年
指
噂
苦
都
倍
な
る
。

会
を
閉
さ
、
期
入
金
の
組
融
問
問
題
「
財
人
品
の
回
的
は
事
伐
学

会
幽
唖
担
白
問
穐
嵩
開
研
蝉

ιレ
習
、
朝
間
柄
脚
己
の
大
き
な
一
一}つ白

て
司
会
の
仕
有
広
報
白
押
り
一
方
な
桂
で
ず
s

鼎
人
虫
悟
甑
ぼ
下
か
ら
も

ど
白
勉
強
膏
縞
点
目
県
の
合
同

P
K
3
2る
宗
本
当
な
四
で
す

庁
舎
で
行
っ
て
い
る
.
が
革
度
末

ιな
る
と
、
押
々
一
世
闘
が

会
活
団
体
活
劃
の
た
め
り
摘
掴
快
ま
ら
ず
鼠
る
白
で
す
.
一
期
〔
ニ

A
R
Y毛
月
中
旬
に
、
下
宿
ほ
型
野
年
間
〕
自
由
圃

e
Zと
、
役
圃
を

の
晴
人
畠
と
台
統
U
て
精
出
雲
と
い
主
語
瞳
官
行
か
れ
な
い
所
に
も
行

警
の
幹
部
め
一
泊
研
芸
事
置
か
れ
た
、
車
も
出
現
た
、
色
々
な

浅井まり子さん

役立ク活動を推進
よ
い
雌
触
が
出
世
た
と
一
y
u
拙
官
同
ん
に
財
人
虫
色
信
知
っ
て
も
岳
つ
に
は

と
p
k
~・hyhい
か
え

叶
車
が
り
一
人
工
円
九
世
立
つ

P

ラ
プ
悟
酌
9
E
U
晶
画
白
暗
唱
で
、

A
F
F

苛
は
お
叫
お
茶
、
平
山
『
料
理

と
タ
フ
プ
沙
五
や
L
新
し
い
額
調
を

蛤
ゆ
る
肘
圃
を
守
ず
主
や
レ
や
』
。
企
画

の
も
里
L
り
で
出
来
た
E
白
h
d
Z
7

が
、
内
卓
め
く
レ
l
ん
に
喰
っ
て
酌
さ

出
主
い
震
が

gd恒
れ
る
よ
コ

闘
っ
て
い
ま
す
.
-
人
一
人
白
A

虫
歯

に
何
か
役
立
古
溝
劃
に
結
ぴ
つ
は
で

申
重
~
い
と
凪
っ
て
い
ま
す
。
」
寺

桂
の
よ
い
揖
み
へ
の
基
暗
づ
く
り
を

期
待
し
よ
フ
。

ま
た
い
創
訴
さ
ん
は
舎
里
分
そ
擁

官
。
神
謂
川
国
間
同
理
白
書
記
宇
ぃ

τ

子
彊
年
之
す
金
同
盟
主
聞
げ
ず
品
泊
し

て
U
G。

A F 2その後|

須藤時子さん神奈川県足柄上郡
婦人連絡協議会

調高時子 さん

れ
ゐ
の
で
ず
が
t

.

も
っ
と
明
。c

問
題
は
質
と
内
容

， 

一
人
の
子
も
見
捨
て
な

、“
て‘

明

9
u
p。
柑
界
で
が
ゆ
で
時
自
会
議
寄
り
撃
事
t
h
z
.
し
か
ど
申
書
淳
司
官
接
に
ま
「
す

べ
て
間
民
事
の
随
一

nh応
主

主

υく
蓄
を
畳
け
る
増
刷
が
き
」
と
い
う
凱
霊
開

Eー
は
い
な
い
.

制
覇
中
高
烹
全

E4E理
由
民
挙
国
陣
と
闘
争

p
q
晶
祭
字
、
免
除
を
議
奇
書
か
れ
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
が
回
で
君
。
ど
ん
な
喪
障
害
を
持
つ
存
?
と
も
芸
若
田
陣
樫
白
盟
申
告
応
じ
姦
宵
宅
行
事
コ

己
と

ιょ
っ
プ
晶
ぴ
て
い
く
常
置
と
可
時
世
を
持
っ
て
い
る
.
昭
和
二
十
二
年
に
「
学
割
世
商
法
」
が
施
行
さ
れ

τ

以
来
l

拍
務
侶
宮
ぞ
い
な
か
っ
蒔
辰
吉
田
埼
明
書
輔
児
の
た
め
白
聾
豪
校
白
陸
時
接
対
匹
相

五
茜
吾
妻
ゃ
く
霊
化
主
主
主
な
っ
た
費
努
宍
国
為
百
五
包
十
九
年
事
『

暴
自
白
金
襲
警
圃

E
E、
都
内
で
古
い

E史
と
大
害
事
績
を
骨
円
J

、
光
同
盟
理
学
問
問
北
護
学
歴

(
古
肢
障
吉
宮
町
学
校
)
芋
て
を
れ
問

k
四
百
絡
調
ど
ι
時
闘
で
の
聞
置
審
制
勺
た
1

ζ 

た
い
と
い
う
る
の
っ
ち
、
ヱ
ム
慌

の
手
が
か
が
妃
怜
く
な
っ
た
か

争
と
い
う
理
闘
が
目
立
つ
.

3

単
曲
目
内
容
が
聖
講
終
了
品
川
も

役
立
う
と
風
う
か

己
の
置
閣
に
対
し
テ
ほ
八
八
百
'
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車イス由子どもたちは明るい聞であいさつしてくれる

見

“戦

‘ちゃんと食ペるんだよ‘先生白齢食指揮

宜
吐
で
は
、
社
金
融
膏
白
掃
入
学

棋
や
底
入
学
世
彩
豊
晴
申
D
開
人
を

対
象
に
、マ
シ
ケ
1
ト
調
革
申
で
あ

っ
た
が
己
申
慢
話
聞
東
県
出
さ

れた。ア
ン
ケ
ー
ト
解
害
者
は
、
都
内
で

杜
畠
敢
宵
浄
受
講
中
申
立
性
七
三
名

で、

7ノ
ケ
I
ト
に
答
卒
、
〈
れ
た

女
神
ぼ
相
環
的
に
す
べ
ず
舟
世
間
白
主

宰
%
だ

-

社
畠
敵
青
書
加
の
回
世

一
同
自
と
ニ
回
固
刑
問
散
で
壬

れ
ぞ
れ
が
一三
百
ず
つ
菅
占
由

て
い
る
.
=
一
回
国
も
苅
鋭
、
曲

り
を
d
、
五
回
が
そ
れ
ぞ
れ
同

撃
う
.
出

τ段
6
由
と
い
ヨ

人
か
一
人
い
九
一
回
目
と
二

四
回
世
葬
U
E、
日
鮮

が
二
回
回
以
よ
と
な
hu、
一
度

型
耐
す
る
と
そ
由
ま
$
を
品
位

育
書
加
削

rc変
身
す
@
士
四
冊
目

安
い
己
と
が
わ
か
る
.

2

畳
韓
間
白

畳
調
理
由
は
夫
容
/
分
け

t

受
講
内
容
が
ハ
ロ
・
y
j
hめ

で
毒
@
場
由
白
必
需
L
担
P
れ

て
型
E
説
会
書
加
や
旬
開
秒
厳

収
ど
~
い
と
い
う
暗
酎
問
な
欲

京
に
が
り
れ
て
わ
る
み
L
憶
は

}
一
舟
さ
れ
る
。
却
拙
9
吸
収
し

L 

』i 

不
正
腐
敗
を
つ

無
期
判
決
の
金
芝
河
氏

い
ま
輯
国
τ
無
期
旧
制
捜
を
聖
け
て
い
る
時
人
、
金
苛
trd
丘
四
作
芳
は
な
い
が
と
い
わ
れ
て
い
る
糾
弾
開
「
毘
量
白
声
」
が
注
目
を
揖
め
て
い
る
。
壷
芝

河
正
問
有
名
な
風
間
軒
「
五
産
に
よ
っ
て
、
社
止
闘
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
高
官
、
将
軍
、
革
、
買
弁
書
車
、
田
章
且
な
ど
、
植
力
に
群
炉
り

民
軍
を
貰
い
も
の
に
し
て
い
る
主
震
の
軒
力
を
費
量
レ
た
の
を
は
じ
め
、
皮
担
世
民
主
化
置
に
閣
極
的
に
嘗
ぜ
て
い
た
。
主
主
由

民
主
化
闘
争
を
王
撮
し
た
と
し
て
四
月
二
十
穴
目
、
理
補
さ
れ
た
盈
芝
湾
民
は
、
#
常
車
証
書
聞
に
か
け
ら
れ
て
い
る
他
白
書
く
の
牢
実
主
化
人
串
早

川
、
主
刀
川
開
丘
と
同

u
t
非
常
な
骨
院
卓
固
離
な
状
闘
に
お
が
れ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
は
死
刑
制
捜
の
出
た
金
芝
河
一
正
の
生
命
白
樺
医
は
荷
も
な
い
.

「
今
回
新
書
治
介
さ
れ
た

「
量
由
声
」
は
白
星
百
に
富
田
宇
奈
再
度
語
躍
し
た
障
に
現
わ
れ
た
も
の
で
、
朴
政
咽
の
護

体
制
金
寝
存
と

対
日
軸
園
田
健
不
正
圃
障
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。
時
は
パ
ン
ソ
リ
と
呼
ば
れ
る
慣
掘
の
静
式
軍
事
F
れ
て
い
る
。

縄

町 一一位

子どもはニ人までに・需要J胆‘されるときがくるかも

閣

大陸別人口および面積の割合 (1972年〉
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AF2とたた泊、う埠井まり子さん

、

園臨醗

白
会
護
憲
晶
刊
か
の
宅

い
か
官
芦
出
血
い
、
十
二
%
白

い
る
こ
と
。
大
曹
の
人
と
知
P

古
い
に
な
れ
る
な
ど
秒
後
仇
穴

八
%
に
も
な
高
。
曲

ι期
間
官

あ
る
こ
と
が
十
Mm

5

社
金
量
宵
へ
由
要
望

解
答
白
ほ
と
巾
と
が
時
間
帯
の

と
と
や
、
躍
世
白
己
と
膏
制

度
的
な
聖
署
、
、
内
容
串
寅
に

っ
士
喜
買
が
H
立
つ

6

社
晶
画
皿
宵
に
嘗
加
し
て
意
掛

が
変
わ
っ
た
か

変
わ
っ
た
と
い
荷
積
極
評
価
型

は
四
一

μ。
韓
b
む
五
九
%
が

賓

P
恒
な
い
と
宰
え
た
.
で
ほ

ど
の
よ
2
L夜
わ
っ
た
の
か
?

視
野
が
広
か
っ
た
と
害
え
た
人

が
八
へ
苧
さ
と
の
帯
ぴ
を

浮
t
人
芸
人
も
い
内

ケ
桔
階
以
世
白
車
曜
の
害
保

世
間
念
な
が
ら
サ
ン
プ
ル
置
が
少

〈
顕
著
な
柑
劇
随
時
は
見
出
せ

な
い
か
、
教
員
聖
炉
、
い
た
人

が
十
一
一
一
人
も
い
る
と
い
う
己
と

が
目
立
2
.

な
お
年
縮
長
答
レ
t
八
三
一
%

の
主
珊
如
、
す
べ
て
三
=
一寸
、
堕
一
一

定

書

主

い

る

主

義

務

と
い
妥
富
.

= = 

z 
?三

= 
告三
= 
= 
= 
宣
言

三
三
三

会
特
与
苦
ほ
思
わ
な
い
と

い
う
桔
損
が
で
き
い
る
.

4

社
会
融
育
0

・z厨
は

匡
倒
的
に
高
い
り
は
、
車
庇
に

と
芦
」
も
担
が
ち
な
t
由
冊
目
社

会
書
加
の
昆
が
か
D
に
な
っ
て

ま
古
書
#
年
傷
容
は
F
Pかっ

内
閣
爵
な
こ
と
も
、
社
会

教
育
嗣
事
て
の
も
白
で
は
な
く

た
支
箪
鼻
の
用
割
合
一
一
五

オ
め
主
同
)
、
蝿
自
体
育
館
。

世
世
ハ
一
一
天
才
の
士
窮
)
と
い

2

j

i

-

-

i

i

h

 

私
は
五
月
下
旬
か
ら
暗
主
・一

固

辞

ミ

ヌ

央

自

民

震

な

叫

間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
カ
ナ
ダ
を
加
行
ど
一
軒
も
な
い
」
と
の
乙
と
，
学
担
叫

し

て

き

ま

じ

だ

。

完

祭

車

せ

て

お

ら

れ

た

霊

山

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
担
レ
や
淘
甘
と
或
迄
信
、
佐
に
な
る
と
そ
白
先
牛
耳
V

叫

ハド

X
J内
白
ト
寵
を
一
時
同
四
十
哩
E
D如
〈
え
き
宇
き
丈
「
さ

叫

丹
位
苦
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
オ
』
ナ
が
プ
メ
口
元
だ
な
あ
t
」
》
節
量
問

予
定
公
聞
か
晶
皇
子
.
董
に
捜
D
晶

子

紅

、

叩

由
持
し
い
手
の
公
園
に
向
人
と
県
人
モ
ン
ド
日
才
l
ん
は
プ
ラ
ン
λ
人
山

の
子
叫
が
伸
由
民
〈
遊
ん
で
い
詳
U

白
面
.
市
長
も
之
ジ
ス
人
、
モ
D

m

た

.

市

街

に

入

る

と

本

同

と

ほ

と

ん

ど

問

叩

自
主
議
事
会
事
在
白
善
い
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
涯
が
晶
り
同

事
J

な
7
い
か
を
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SANVO  
三洋電機株式会社

節電ダンパ

シャッターを開けたり閉じたりLて

冶蔵室への冷気噴射を自動調節す

る〈節電ダンパ〉。

この採用で冷気のムダ使いがな〈

なり、過冷防止ヒーターも追放で

きました。電カ消費をそれだり確

実tこ事ずさえます。(当社比)

2つ並んだ冷水器

容量iま1.5/+1.51。長』ズンオフ11

ボトルをiまずして卵棚を上."'.'0~ 

棚カヲルtこ活用できる効率弓ぷilt-(・to

40l霜なしフリーザー

バラエティ豊かになった冷凍食品の

貯蔵やポームフPージングができる
余裕のある大きさ。もちろん符なし。

SR-42IFR 
棟集価格 109，800円
・有効内容積1701(うちフリーヂー4ot)

・偏見.7X奥行65.3X高杏134.8(帽)


